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今
市
分
校
の
役
割 

 

木 

造 

校 

舎

 

副
校
長 

 

倉
本
一
三 

  

平
成
十
九
年
度
は
新
入
生
二
十
七
名
を
迎
え
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
新
入
生
の
出
身
地 

域
を
見
る
と
、
例
年
に
比
べ
大
き
な
変
化
が
見
え
ま 

す
。
昨
年
度
の
新
入
生(

現
二
年
生)

は
旭
町
・
金
城 

町
出
身
者
が
五
十
％
を
超
え
る
数
字
で
し
た
が
、
今 

年
度
は
三
十
％
程
度
と
な
り
、
近
隣
地
域
の
生
徒
が 

減
少
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
三
学
年
全
員
の
出
身
地 

域
を
み
て
も
旭
・
金
城
の
出
身
者
は
約
四
十
一
％
、 

旧
浜
田
市
内
の
出
身
者
が
五
十
七
％
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
か
ら
以
前
の
「
地
域
の
学
校
」 

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
変
化
し
つ
つ
あ
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
過
去
五
十
年
以
上
の
歴
史
を
持 

つ
今
市
分
校
の
役
割
は
、
内
容
が
変
わ
ろ
う
と
も
地 

元
地
域
に
貢
献
す
る
こ
と
、
地
元
地
域
と
連
携
を
保 

ち
な
が
ら
、
地
域
の
文
化
を
創
っ
て
い
く
こ
と
に
あ 

る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

今
市
分
校
の
教
育
活
動
の
特
色
の
一
つ
は
「
福
祉 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
で
あ
り
ま
す
。
毎
年
夏
休
み
に
生 

徒
は
、
旭
・
金
城
の
両
町
に
お
い
て
福
祉
施
設
や
そ 

の
指
導
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
て
、 

四十名を越える生

徒
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度 

は
、
今
市
小
学
校
の
児
童
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
に
取 

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通
じ
、
地
域
の
持
つ
教 

育
力
を
お
借
り
し
、
今
市
分
校
生
徒
が
地
域
を
知
り
、 

地
域
の
文
化
を
知
り
、
ま
た
、
自
分
た
ち
の
力
を
地 

域
に
還
元
し
て
い
く
と
い
う
新
た
な
地
域
密
着
型
の

学
校
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。 

 

最
後
に
本
年
度
の
今
市
分
校
の
学
校
経
営
方
針 

を
載
せ
て
お
き
ま
す
。 

 

学
校
経
営
方
針 

 

一 

生
徒
の
基
本
的
生
活
習
慣
と
主
体
性
の
確 

 
 
 

立 
 

二 

小
規
模
校
の
よ
さ
を
生
か
し
、
生
徒
一
人 

 
 
 

ひ
と
り
を
大
切
に
し
た
き
め
細
か
な
教
科 

 
 
 

指
導 

 

三 

生
徒
の
進
路
希
望
が
達
成
で
き
る
進
路
指 

 
 
 

導
の
徹
底 

 

四 

部
活
動
や
特
別
活
動
の
積
極
的
な
推
進 

 

五 

読
書
指
導
の
充
実 

六 

地
域
連
携
の
推
進 

 
 

第３１号 
浜田高校 
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県
総
体
を
振
り
返
っ
て 

 

軟
式
野
球
部
は
浜
田
市
、
卓
球
部
は
平
田
市
に
お

い
て
、
六
月
一
日
～
三
日
、
山
岳
部
は
匹
見
町
に
お 

い
て
五
月
三
十
一
日
～
六
月
三
日
ま
で
県
高
校
総
体

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
部
と
も
健
闘
し
ま
し
た
。 

成
績
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

な
お
、
今
回
バ
レ
ー
部
は
出
場
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 ○
軟
式
野
球
部
（
浜
田
市
野
球
場
） 

 

準
決
勝 

 

対 

三
刀
屋
高
校
掛
合
分
校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

七
―
一 

 

決
勝 

 
 

対 

浜
田
高
校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇
―
三 

（
準
優
勝
） 

 

○
卓
球
部
（
平
田
体
育
館
） 

 

ダ
ブ
ル
ス
・
シ
ン
グ
ル 

 
 

入
賞
な
し 

 

団
体
戦 

 
 
 
 

今
市 

〇
―
三 

益
田 

 

○
山
岳
部
（
恐
羅
漢
山
、
安
蔵
寺
山
周
辺
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

団
体 

六
位 

 
 

学
校
見
学 

 

六
月
二
十
日
（
水
）
一
年
生
を
対
象
に
学
校
見
学

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
行
事
は
、
総
合
的
な
学
習
の

一
環
と
し
て
進
路
指
導
部
・
学
年
部
が
今
年
初
め
て

企
画
し
、
高
校
卒
業
後
の
進
路
選
択
の
幅
を
広
げ
る

た
め
に
行
っ
た
も
の
で
す
。 

 
行
き
先
と
し
て
は
、
今
春
分
校
卒
業
生
が
進
学
し

た
学
校
の
う
ち
、
地
元
に
あ
る
「
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ

ジ
島
根
（
江
津
）
・
島
根
県
立
大
学
（
浜
田
市
）
・
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ
島
根
（
三
隅
町
）
」
の

三
校
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
校
限
ら
れ
た

時
間
の
中
で
、
概
要
説
明
（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
取
得

可
能
な
資
格
、
就
職
状
況
な
ど
）
を
し
て
い
た
だ
い

た
後
、
校
内
を
案
内
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
生
徒
た

ち
は
、
事
前
に
学
校
調
べ
を
し
、
質
問
事
項
を
挙
げ

た
り
し
て
い
た
の
で
、
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
話
を
聞

い
て
い
ま
し
た
。
感
想
の
中
に
「
施
設
が
き
れ
い
で

充
実
し
て
い
た
」「
詳
し
く
説
明
を
し
て
も
ら
っ
た
の

で
、
自
分
も
学
ん
で
み
た
い
と
興
味
が
湧
い
た
」
な

ど
と
前
向
き
な
も
の
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。 

 

進
路
に
つ
い
て
早
く
か
ら
考
え
、
情
報
集
め
を
し

て
お
く
こ
と
は
大
変
意
味
の
あ
る
こ
と
で
す
。
こ
れ

を
機
に
自
分
の
進
路
に
つ
い
て
具
体
的
に
考
え
て
く

れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
ご
多
忙
の
中
、
懇
切

丁
寧
に
ご
指
導
い
た
だ
い
た
各
学
校
の
皆
様
、
大
変

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

携
帯
サ
イ
ト
使
用
法
の
講
演
会 

 

ネ
ッ
ト
犯
罪
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
が
、
七
月 

五
日(

木)

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
出
会
い
系
サ
イ
ト 

や
不
正
ア
ク
セ
ス
の
問
題
を
、
警
察
署
の
方
が
会
話 

劇
で
紹
介
さ
れ
、
安
易
な
利
用
が
思
わ
ぬ
被
害
を
招

く
と
し
て
、
生
徒
の
注
意
を
喚
起
さ
れ
ま
し
た
。 

 

近
年
、
大
半
の
生
徒
が
携
帯
電

話
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
危
険
性

を
認
識
し
て
も
ら
お
う
と
、
初
め

て
学
習
会
を
企
画
し
、
全
校
生
徒

六
十
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
警

察
署
の
方
が
出
会
い
系
サ
イ
ト

に
登
録
し
た
女
子
生
徒
が
、
男
子

に
脅
迫
さ
れ
る
事
例
を
会
話
劇

で
説
明
さ
れ
た
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
に
友
人
の

Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
で
不
正
に
ア
ク
セ
ス
し
、
家
裁

送
致
さ
れ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 
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修
学
旅
行 

(

北
海
道)

 

 
 

六
月
十
九
日)(

火) 

学
校
→
広
島
→
千
歳 

白
老
ポ
ロ
ト
コ
タ
ン 

昭
和

新
山 

洞
爺
湖 

羊
蹄
山 

 
 

ニ
セ
コ(

泊) 

六
月
二
十
日(

水) 

ニ
セ
コ
周
辺
に
て
体
験
学
習
・
・
・
午
前 

ラ
フ
テ

ィ
ン
グ(

渓
流
く
だ
り) 

午
後 
各
自
希
望
の
体
験

学
習(

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
ジ
ェ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
、
オ

ル
ゴ
ー
ル
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ) 

ニ
セ
コ(
泊) 

六
月
二
十
一
日(

木) 

ル
ス
ツ
リ
ゾ
ー
ト(

遊
園
地)

→
中
山
峠
→
札
幌
市
内

(

大
倉
山
シ
ャ
ン
テ
、
大
通
り
公
園
、
札
幌
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
、
藻
岩
山
か
ら
の
夜
景) 

 

札
幌(

泊) 

六
月
二
十
二
日(

金) 

小
樽(

三
時
間
自
由
行
動) 

千
歳
→
広
島
→
学
校 

  

六
月
十
九
日(

火)

～
二
十
二
日(

金)

の
四
日
間
、
二
、

三
年
生
が
、
北
海
道
へ
の
修
学
旅
行
を
行
い
ま
し
た
。

天
気
に
恵
ま
れ
、
全
員
元

気
で
旅
行
で
き
ま
し
た
。 

初
め
て
飛
行
機
に
乗
る
生

徒
も
い
て
、
空
港
か
ら
も

う
興
奮
気
味
。
離
陸
す
る

と
き
に
は
歓
声
の
嵐
。 

一
日
目
に
は
ア
イ
ヌ
の
文

化
に
触
れ
た
り
、
雄
大
な
北
海
道
の
自
然
の
中
を
ド

ラ
イ
ブ
し
ま
し
た
。
昭
和
新
山
、
洞
爺
湖
と
も
青
い

空
に
映
え
て
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。
特
に
羊
蹄
山

に
は
残
雪
が
あ
り
絶
景
で
し
た
。
ニ
セ
コ
で
は
家
庭

的
な
雰
囲
気
の
ペ
ン
シ
ョ
ン
に
宿
泊
し
ま
し
た
。 

二
日
目
は
体
験
学
習
で
、
全
員
は
じ
め
て
ラ
フ
テ
ィ

ン
グ
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
恐
れ
て
い
た
生
徒
も
ボ
ー

ト
に
乗
る
と
不
安
は
な
く
な
っ
た
よ
う
で
、
大
き
な

掛
け
声
を
か
け
て
一
時
間
半
近
く
の
川
く
だ
り
を
楽

し
み
ま
し
た
。
あ
ま

り

に
も
川
の
水
が
き
れ

い

な
の
で
、
飛
び
込
む

生

徒
も
大
勢
い
ま
し
た
。

と

て
も
冷
た
い
の
に
。 

三

日
目
は
ル
ス
ツ
に
行

き

、

半
日
遊
園
地
で
遊
び

ま

し
た
。
絶
叫
マ
シ
ー

ン

に
乗
っ
て
大
き
な
声
を
あ
げ
た
り
、
真
っ
青
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
い
よ
い
よ
北
海
道
の
大
都
会
、

札
幌
。
札
幌
の
時
計
台
や
旧
道
庁
舎
を
車
窓
か
ら
見

て
回 

り
ま
し
た
。
生
徒
が
一
番
感
動
し
た
の
は
夜
景
で
す
。

「
二
百
万
ド
ル
の
夜
景
」
と
い
う
こ
と
で
と
て
も
き

れ
い
で
し
た
。 
四
日

目
は
小
樽
で
自
由
行
動
。

小
樽
運
河
の
周
り
を
散

策
し
た
り
、
買
い
物
を

し
た
り
し
て
過
ご
し
ま

し
た
。 

食
事
に
は
北

海
道
な
ら
で
は
の
ジ
ン

ギ
ス
カ
ン
も
賞
味
。
は

じ
め
て
の
ラ
ム
肉
。
少

し
臭
い
も
あ
り
ま
し
た

が
、
案
外
柔
ら
か
く
て

お
い
し
く
い
た
だ
け
ま
し
た
。
小
樽
で
は
お
寿
司
。

肉
も
魚
も
白
米
も
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
も
ジ
ャ
ガ
イ
モ
も
。 

み
ん
な
疲
れ

て
い
ま
し
た
が
、
お
土
産
を
手
に
無
事
今
市
へ
帰
っ

て
き
ま
し
た
。
四
日
間
が
一
生
の
思
い
出
に
残
る
旅

に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 
 

ス
コ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ダ
ン
ス
・ 

 
 
 
 
 
 
 

今
市
小
学
校
と
の
交
流 

 

六
月
十
八
日(

木)

に
今
市
小
学
校
の
五
、
六
年
生 

の
み
な
さ
ん
を
お
招
き
し
て
、
全
校
生
徒(

六
十
五 

 

名)

と
一
緒
に
英
語
で
の
ゲ
ー
ム
や
ダ
ン
ス
を
し
ま 

し
た
。
指
導
に
は
浜
田
高
校
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
ジ
ェ
マ 

先
生
と
浜
田
市
教
育
委
員
会
の
レ
ベ
ッ
カ
先
生
に 

来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生
の
出
身 

国
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
の
お
話
を
聞
い
た 

り
、
写
真
も
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

小
学 

生
の
み
な
さ
ん
と
活
動
を
す
る
の
は
、
初
め
て
の 

こ
と
な
の
で
生

徒
も
緊
張
し
て

い
ま
し
た
が
、
小 

学
生
の
み
な
さ

ん
の
熱
心
さ
、
人

懐
っ
こ
さ
に
助 

け
ら
れ
て
、
楽
し

く
軽
や
か
に
踊

っ
て
有
意
義
な 

時
間
を
過
ご
せ

ま
し
た
。 

 
 

心
肺
蘇
生
法
講
習
会 

 
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
が
正
し
い
救
急

法
を
用
い
て
救
助
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
、
消
防
署

の
指
導
の
も
と
、
心
肺
蘇
生
法
の
講
習
会
を
実
施
し

て
い
ま
す
。 

 

六
月
二
十
一
日(
木)
、
浜
田
消
防
署
か
ら
四
名
き
て

い
た
だ
き
、
一
年
生
対
象
に
行
い
ま
し
た
。
中
学
校

の
と
き
に
受
け
た
生
徒
も
い
ま
し
た
が
、
皆
、
真
剣

に
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。 

今
回
の
講
習
会
で
は

改
訂
に
な
っ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
二
〇
〇
五
に
そ
っ
た

内
容
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
、
心
肺
蘇
生
法

な

ど

を
実
際
の
救
命
措
置
の
な
か

で

、

ど
の
よ
う
に
使
用
し
た
ら
よ

い

か

を
講
習
し
ま
し
た
。
実
技
も
全

員

が

一
回
ず
つ
行
う
こ
と
が
で
き
、

そ

の

中
で
ス
ム
ー
ズ
な
連
係
プ
レ

イ

が

必
要
だ
と
い
う
こ
と
も
改
め

て

感

じ
て
い
ま
し
た
。 

今
後
と
も

定

期

的
に
救
急
法
の
講
習
会
を
行
っ
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

な
お
、
二
、
三
年
生
に
つ
い
て
は
、
七
月

十
八
日(

水)

に
行
い
ま
す
。 

  
 

今
市
分
校
同
窓
交
流
会
開
催 

 

同
窓
生
の
皆
様
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

本
年
は
、
同
窓
交
流
会
の
開
催
年
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
左
記
の
よ
う
に
計
画
し
て
お
り
ま
す
。 

多
数
の
方
の
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

一
、
日 

時 
 

 

平
成
十
九
年
八
月
十
四
日(

火)

十
一
時
～ 

 

一
、
場 

所 

か
な
ぎ
ウ
エ
ス
タ
ン
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
パ
ー
ク 

 

一
、
内 

容 

受 

付 
(

十
時
三
十
分
～) 

総 

会 
(

十
一
時
～) 

 

生
徒
会
活
動
報
告(

十
一
時
三
十
分
～) 

 
 
 
 

懇
親
会 

(

十
二
時
～) 

 
 
 
 
 
 
 

＊
解
散
は
二
時
の
予
定
で
す
。 

  


